












　2011 年 3 月 11 日の東日本大震災による福島第一原発事故は、日本のエネル




への期待が高まっていることは確かである。例えば、2013 年 11 月～ 12 月にか
けて日本原子力文化振興財団が行った世論調査の結果において、今後の日本が利
用・活用すべきエネルギーについて、原子力発電は 12.3％にとどまり（震災前の
2010 年 9 月は 36.9％）、太陽光発電（79.6％）、風力発電（62.9％）、水力発電（49.1％）、
地熱発電（45.1％）といった再生可能エネルギーへの期待の高さは、震災以降、
一貫している（日本原子力文化振興財団 , 2014）。
　このような再生可能エネルギーの期待は、2011 年 8 月 26 日に国会で成立した
「再生可能エネルギー促進法」により、2012 年 7 月から日本で固定買取価格制度
（Feed in Tariff：FIT）が施行されたことが関係している。2014 年 4 月末現在、
FIT 開始後の再生可能エネルギー発電設備の累計導入実績は、太陽光発電を中














































































県、石川県と 12 基の市民風車が建設され、出資者数は、のべ約 3800 人、出資総
額は約 22 億円となっている。また、市民出資の太陽光発電（長野県飯田市など）、
バイオマス（岡山県備前市）、小水力発電（富山県立山町）を含めると、市民出














































































































































































































10 この他にも、「自由な空間」（free space）（Evans and Boyte, 1986）、「運動の隠れ
家（Haven）」（Fantasia and Hirsch, 1995）、インフォーマルなネットワーク（informal 





























































































































































































は、市民風車が建設された 2001 年と、2002 年に「1 歳の誕生日」としてツアー
が組まれた。40 名ほどの参加者があったツアーによって、出資者と地元住民の
交流がなされ、参加者は「また今度、このような機会があればいい」ということ
を口にしていた 18。だが、その後、市民風車の 3 歳の誕生日会を企画しようとし
たが、あまり人が集まらなかったという 19。一方で、東日本大震災と福島第一原


















































も数多く出資を行い、例えば、一口 50 万円の出資金額に対しては、一人 5 万円
を 10 人集めて一口の出資にした組合員もいた。
　他方、生活クラブ生協北海道の組織的問題から中断していた「幌延サマーキャ




















2000 年からさまざまな公開講座を企画し、同年 11 月に、北海道グリーンファン
ドの事務局長を公開講座に招き、2001 年 6 月に北海道グリーンファンドからの

















ンエネルギー青森」が設立（同年 7 月には NPO 法人格を取得）し、青森県内の
市民から 1 億 2000 万円の出資を集め、2003 年 3 月に「市民風車わんず」が誕生






































































































































































































































































































































































貸し出しを行っていた。年間の利用者は 9000 人から 10000 人であり（隣の浜益
地区は一日 4 人程度の利用）、市民の活動をサポートするミーティングコーナー









































































































































































































































































始した 1500kw の風車は年間発電量 360 万キロワットで、一般家庭 1000 世帯分































































































































会が重要であり、そこに NPO や事業者を入れていきたい。石川県 100 万、富山


































































ちで行い、17 年から 20 年かかる風力発電事業の維持管理を、他社依存ではない体制を作る
ことをこの 2,3 年集中して目指してきた。」
　この S 氏の発言の背景には、日本における風力発電事業の構造的な問題点が















































































県庄内地区・青森県を中心に 30 基の風車を作ることになっており、1 億 3500 万

































































　2012 年 3 月に、北海道グリーンファンドと（株）市民風力発電は、新たに 2 つ
の市民風車を秋田県にかほ市 58 に建設し、運転を開始した（オープニングセレモニー
は 2012 年 5 月）。風車の名称は、「風民（ふーみん）」と「夢風（ゆめかぜ）」で、
これらの市民風車は市民出資という形をとっておらず、これまでの市民風車事業の
取り組みに賛同した、居酒屋チェーンのワタミと、東京・神奈川・千葉・埼玉の首



































の削減を進めている。また、2010 年に生活クラブ連合会が中期的な CO2 削減の













































































































































































































































2011 年から 3 年間の間、「地域主導による再生可能エネルギーの事業化に向けた
検討」として、モデル的な地域の取り組みを支援することを行っている。一つの
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　なお、特に第 3 節、4 節の事例研究は、西城戸（2014）がベースとなっているが、
その後の調査研究の成果を踏まえて、加筆、修正を行っている。
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